
  

 

                              
 

  

                                

       

新
年
度
に
入
り
、
地
域
に
関
わ
る

機
関
や
団
体
の
総
会
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

4
月
25
日
、
馬
籠
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
馬
籠
地
域
づ

く
り
推
進
協
議
会
・
馬
籠
地
域
区
長

会
の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年

の
地
域
区
長
会
発
足
の
際
に
、
地
域

づ
く
り
協
議
会
と
会
計
を
一
本
化

し
て
、
事
業
も
連
携
を
密
に
し
た
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
て
お
り
、
初

の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
馬
籠
地
域
へ
の
行
政
窓
口

の
設
置
、
椿
街
道
の
早
期
全
通
、
中

央
道
神
坂
・
馬
籠
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

早
期
実
現
を
は
じ
め
と
し
た
市
へ

の
要
望
事
項
な
ど
、
新
年
度
の
取
り

組
み
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

山
口
地
域
に
お
い
て
は
、
5
月

12
日
に
山
口
地
域
区
長
会
、
同
15 

      

日
に
山
口
地
域
づ
く
り
推
進
協
議 

会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

区
長
会
で
は
、
4
人
の
区
長
と

13
町
内
会
長
が
事
業
と
会
計
に
つ

い
て
、
審
議
し
ま
し
た
。
地
域
づ
く

り
推
進
協
議
会
で
は
、
4
つ
の
部
会

か
ら
前
年
度
の
事
業
の
報
告
が
行

わ
れ
、
総
会
の
後
に
は
各
部
会
が
開

催
さ
れ
て
新
年
度
の
事
業
へ
の
取

り
組
み
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。 
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馬
籠
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
区
長
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
↓ 

山
口
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
→ 

安
心
・
安
全
づ
く
り
部
会 

山
口
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会 

各
部
会
毎
に
集
合 

学
習
環
境
づ
く
り
部
会 



  

 

６６
月月
はは
市市
内内
一一
斉斉
清清
掃掃
日日  

  道
路
、
河
川
の
清
掃
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

地
域
の
環
境
は
地
域
で
守
る
こ

と
が
大
切
で
す
。 

 

毎
年
こ
の
時
期
を
迎
え
る
と
路

肩
の
雑
草
木
が
ど
ん
ど
ん
成
長
し

道
路
に
ま
で
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
、
道

幅
が
有
効
に
使
用
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。 

 

6
月
13
日(

日)

が
市
内
一
斉
清

掃
日
で
す
。 

道
路
、
河
川
の
雑
草

木
の
除
去
作
業
や
、
ポ
イ
捨
缶
等
収

集
の
環
境
整
備
活
動
に
参
加
し
、
自

分
た
ち
の
地
域
の
環
境
美
化
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
6
月
13
日(

日)

は
、『
賤

母
の
森 

川
と
緑
の
公
園
』
の
草
刈

作
業
と
国
道
19
号
線
（
井
戸
沢
～
賤

母
大
橋
間
）
の
美
化
清
掃
作
業
を
実

施
し
ま
す
。 

作
業
は
、
午
前
9
時
か
ら
2
時

間
ほ
ど
で
終
了
す
る
予
定
で
す
。 

緑
豊
か
な
公
園
づ
く
り
の
た
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

農農
地地
をを
相相
続続
しし
たた
場場
合合
にに
はは  

届届
出出
がが
必必
要要
でで
すす    

 

農
地
の
相
続
は
一
般
の
売
買
、
賃

借
等
の
よ
う
に
権
利
の
設
定
や
移

転
の
た
め
の
法
律
行
為
で
な
い
こ

と
か
ら
、
農
地
法
第
三
条
の
申
請
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
た
び
、
農
地
法
の
改
正
（
平

成
21
年
12
月
15
日
施
行
）
に
よ
り
、

相
続
や
時
効
取
得
で
農
地
の
権
利

を
取
得
す
る
場
合
に
も
、
そ
の
権
利

取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
概
ね
10
か

月
以
内
に
農
業
委
員
会
に
届
け
出

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。  

比
較
的
簡
単
な
書
類
で
相
続
の

手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

 

相
談
先 

農
業
委
員
会
事
務
局 

(

☎
六
六
‐
一
一
一
一 

内
線
二
六
七
） 

山
口
総
合
事
務
所
地
域
福
祉
課  

        

有有
害害
鳥鳥
獣獣
対対
策策  

～
防
衛
策
ポ
イ
ン
ト
～ 

 
 

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
へ

の
被
害
報
告
が
寄
せ
ら
れ
る
時
期

と
な
り
ま
し
た
。 

現
在
、
個
人
又
は
地
域
内
で
電
気

柵
や
ネ
ッ
ト
に
よ
る
自
衛
策
を
実

施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
次

に
揚
げ
る
事
項
に
つ
い
て
今
一
度
、

確
認
と
実
施
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

① 

農
地
に
い
れ
な
い
！ 

電
柵
や
ネ
ッ
ト
の
管
理
を
確

実
に
行
い
、
猿
や
猪
を
進
入
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う 

 

② 

居
住
地
に
近
づ
け
な
い
！ 

住
居
地
に
猪
や
猿
の
餌
に
な

る
物
を
置
か
な
い
こ
と
で
有

害
鳥
獣
の
常
駐
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う 

 

   

  

日日
本本
赤赤
十十
字字  

社社
資資
募募
集集
にに  

ごご
協協
力力
おお
願願
いい
しし
まま
すす  

 

 

日
本
赤
十
字
社
は
、
世
界
各
地
で

の
救
援
活
動
は
も
と
よ
り
国
内
で

の
災
害
救
護
・
血
液
事
業
・
医
療
活

動
・
社
会
福
祉
事
業
な
ど
の
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
赤
十
字

の
活
動
は
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
募
金
（
社
資
）
に
よ

り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
も
、
赤
十
字
事
業
の
資
金
と

な
る
社
資
を
募
集
す
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
6
月
か
ら
各
町
内
会
で

社
資
募
集
活
動
を
始
め
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

      

第第
５５
回回
馬馬
籠籠
ホホ
タタ
ルル
まま
つつ
りり
のの  

おお
知知
らら
せせ  

  

☜
日
に
ち 

6
月
11
日(

金) 

～
13
日(

日) 

 

（
開
会
式 

11
日 

午
後
7
時
～
） 

☜
会 

場 

島
田
川
公
園 



  

 

合合
併併
浄浄
化化
槽槽  

設設
置置
補補
助助
金金
にに
つつ
いい
てて  

 
 

 

合
併
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
場

合
に
中
津
川
市
か
ら
設
置
補
助
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

一
般
に
、
窒
素
・
燐
等
の
除
去
能

力
を
有
す
る
高
度
処
理
型
の
浄
化

槽
に
は
、
高
い
補
助
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
が
、
山
口
及
び
馬
籠
は
水
質
規

制
に
伴
う
高
度
処
理
型
の
補
助
の

適
用
地
域
と
な
っ
て
い
な
い
た
め

高
度
処
理
型
を
設
置
し
て
も
普
通

浄
化
槽
の
補
助
金
額
と
な
り
ま
す
。 

高
度
処
理
型
を
設
置
さ
れ
る
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
了
承
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
馬
籠
の
下
水
道
エ
リ
ア
内

に
つ
い
て
は
補
助
対
象
外
と
な
り

ま
す
。 

                

                                                  

防防
災災
行行
政政
無無
線線  

戸戸
別別
受受
信信
機機
はは  

正正
常常
にに
聞聞
ここ
ええ
まま
すす
かか
？？  

 

最
近
、
時
報
の
み
聞
こ
え
て
、
音

声
の
放
送
が
聞
こ
え
な
い
と
い
う

事
例
が
あ
り
ま
し
た
。 

各
家
庭
に
設
置
し
た
機
器
が
老

朽
化
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な

事
例
が
他
に
も
あ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。 

「
最
近
、
音
声
の
放
送
を
聴
い
た
こ

と
が
な
い
」
な
ど
の
事
例
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
山
口
総
合
事
務
所
地
域
福

祉
課
防
災
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

な
お
、
お
知
ら
せ
す
る
事
柄
が
な

い
場
合
は
、
音
声
に
よ
る
放
送
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
し
ば
ら
く
の
間

（
2
週
間
く
ら
い
）
様
子
を
見
て
く

だ
さ
い
。 

 ◎
次
の
点
に
つ
い
て
も
今
一
度
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

▼
乾
電
池
は
1
年
に
1
回
を
目
安

に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
受
信
状
況
が
良
く
な
い
場
合
は
、

ま
ず
は
ア
ン
テ
ナ
の
向
き
を
調
整

す
る
な
ど
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

牧牧
歌歌
のの
里里
親親
子子
ふふ
れれ
ああ
いい
のの
旅旅  

参参
加加
者者
募募
集集  

 

中
津
川
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
で

は
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
の

親
子
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
旅
を
計
画

し
ま
し
た
。 

 

対
象
者 

中
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
が
み
え
る
母
子
・
父
子

家
庭
の
皆
さ
ん 

 
 
 
 

(

保
護
者
同
伴
の
こ
と) 

日
に
ち 

7
月
25
日(

日) 

行
き
先 

岐
阜
県
郡
上
市 

ひ
る
が
の
高
原
『
牧
歌
の
里
』 

参
加
費 

大
人
1
人 

3
千
円 

 
 
 
 

子
ど
も
1
人 

2
千
円 

 
(

食
事
代
・
バ
ス
代
・
入
場
料
込) 

申
込
み 

6
月
30
日(

水)

ま
で
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い 

 

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い 

合
わ
せ
く
だ
さ
い 

 

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先 

中
津
川
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

神
坂
・
山
口
地
区
会
長(

滝
見
博
子) 

☎
〇
九
〇
‐
三
三
八
一
‐
一
三
六
九 

合併浄化槽設置補助金額一覧表 
人槽区分 補助金額 備  考 

5 人槽 ３３２，０００円 床面積 130 ㎡以下 

7 人槽 ４１４，０００円 床面積 130 ㎡を超える 

10～50 人槽 ５４８，０００円 2 世帯住宅・店舗併用住宅等 
 



  

 

出出
荷荷
しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
？？  

山山
口口
農農
産産
物物
等等
直直
売売
組組
合合  

かか
らら
おお
知知
らら
せせ  

  
  

地
元
産
に
こ
だ
わ
り
「
安
全
、
新

鮮
、
高
品
質
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
山
口

農
産
物
等
直
売
組
合
の
賤
母
直
売

所
は
、
今
年
は
、
3
月
27
日
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

折
か
ら
の
直
売
所
ブ
ー
ム
と
野

菜
市
況
の
高
騰
で
、
連
日
盛
況
、
午

後
は
品
切
れ
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。 

 

地
域
の
皆
さ
ん
、
家
庭
菜
園
の
余

分
を
一
束
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で

出
荷
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

４
月
の
出
荷
数
１
３
２
３
１
点

（
生
鮮
品
１
０
５
６
１
、
加
工
品
１

４
８
８
、
花
１
１
８
２
）
。
出
荷
品

目
ベ
ス
ト
10
は
、
た
け
の
こ
、
ウ
ド
、

き
の
こ
、
こ
ん
て
つ
、
ネ
ギ
、
わ
け

ぎ
、
ほ
う
れ
ん
草
、
春
菜
、
葉
わ
さ

び
、
こ
ご
み
、
で
山
菜
が
多
数
を
占

め
ま
し
た
。
6
月
は
露
地
も
の
の
収

穫
が
始
ま
り
ま
す
の
で
た
く
さ
ん

の
出
荷
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先 

賤
母
直
売
所 

☎
七
五
‐
三
八
三
〇 

図図
書書
室室
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  

 

昨
年
か
ら
市
内
の
図
書
館
と
各

公
民
館
図
書
室
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ば
れ
、
ど
の
本
が
ど
の
施
設
に

あ
る
か
ひ
と
目
で
わ
か
る
よ
う
に

な
り
、
他
の
図
書
館
・
図
書
室
か
ら

も
取
り
寄
せ
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。 話

題
本
や
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本
も
、 

予
約
を
す
れ
ば
比
較
的
早
く
借
り

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

 

～～
新新
着着
図図
書書
紹紹
介介
～～  

『
1
Ｑ
84 

Book3
』 

      
  

 
 
 
  

村
上
春
樹
著 

『
ブ
ラ
ッ
ク
チ
ェ
ン
バ
ー
』 

大
沢
在
昌
著 

『
教
室
の
亡
霊
』 

 

内
田
康
夫
著 

『
桐
島
、
部
活
や
め
る
っ
て
よ
』 

 
 
 
 
 
 
 

 

朝
井
リ
ョ
ウ
著 

『
逆
境
を
生
き
る
』 

城
山
三
郎
著 

『
オ
ー
！
フ
ァ
ー
ザ
ー
』 

伊
坂
幸
太
郎
著 

『
考
え
な
い
練
習
』
小
池
龍
之
介
著 

『
「
ヨ
コ
ミ
ネ
式
」
天
才
づ
く
り
の

教
科
書
』 

 
 
 
 

横
峯
吉
文
著 

『
歴
史
の
道
「
中
山
道
」
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

遠
山
義
樹
著 

『
ゲ
ー
ム
の
名
は
誘
拐
』 

 
 
 

           

東
野
圭
吾
著 

『
亡
国
の
イ
ー
ジ
ス 

上
・
下
』 

福
井
晴
敏
著 

『
誘
拐
の
果
実 

上
・
下
』 

真
保
裕
一
著 

『
だ
る
ま
さ
ん
と
』 

 
 
 
 
 

 

か
が
く
い
ひ
ろ
し
作 

『
チ
ー
ム
ひ
と
り
』 

吉
野
真
理
子
作
・
宮
尾
和
孝
絵 

 

※
本
の
貸
し
出
し
に
は
「
元
気
カ
ー

ド
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

              

山山
口口
公公
民民
館館
駐駐
車車
場場
内内
のの  

ひひ
とと
つつ
ばば
たた
ごご
開開
花花  

  
 

『
ひ
と
つ
ば
た
ご
』
は
限
ら
れ
た

地
域
に
の
み
自
生
す
る
植
物
で
、
日

本
で
は
岐
阜
県
東
濃
地
域
と
愛
知

県
、
長
崎
県
対
馬
市
の
一
部
の
地
域

で
し
か
自
生
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

今
年
も
山
口
公
民
館
駐
車
場
内

で
き
れ
い
な
花
が
咲
き
始
め
ま
し

た
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  


